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会　
　

計　

竹
島　

明
正　

八
千
草
園
自
治
会

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

『
三
田
習
地
区
自
治
会
連
合

協
議
会
』（
以
下
、
三
田
習
地

区
連
）
の
皆
様
に
は
、
令
和
６

年
の
新
春
を
平
安
に
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。ま

た
、
日
頃
か
ら
三
田
習
地

区
連
に
対
し
て
、
多
大
な
る
ご

協
力
ご
支
援
と
、
住
み
良
い
地

域
づ
く
り
に
ご
尽
力
を
戴
き
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
９
月
１
日

は
、
大
正
12
年
に
発
生
し
た
関

東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年
と
な

る
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
震
災
の
犠
牲
者
は
10
万

人
を
超
え
る
甚
大
な
被
害
を
齎

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
の
所
「
首
都
直

下
型
地
震
」
の
発
生
予
測
報
道

が
さ
れ
る
中
、
充
分
な
る
注
意

の
必
要
性
を
覚
え
ま
す
。

そ
し
て
、
昨
年
の
夏
は
地
球

温
暖
化
も
あ
っ
て
か
、
異
常

気
象
に
依
り
、「
気
温
の
高
い

日
々
」
が
長
く
続
き
、
突
然
ス

コ
ー
ル
の
如
き
集
中
豪
雨
が
発

生
し
、
日
本
各
地
に
被
害
を
齎

し
ま
し
た
。

世
界
気
象
機
関
に
依
る
と
、

昨
年
の
世
界
の
平
均
気
温
は
史

上
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

ド
バ
イ
で
開
催
さ
れ
た
国
連

機
構
変
動
会
議
（
C
O
P
28
）

に
合
わ
せ
て
発
表
し
、「
異
常

気
象
は
日
常
的
に
命
と
生
活
を

破
壊
し
て
い
る
」
と
警
鐘
を
鳴

ら
し
て
お
り
ま
す
。

「
温
暖
化
が
進
め
ば
、
間
違

い
な
く
私
の
国
は
水
没
す
る
。

何
処
に
も
逃
げ
場
は
有
り
ま
せ

ん
」
と
の
南
太
平
洋
の
島
々

（
ト
ン
ガ
、
バ
ヌ
ア
ツ
、
ソ
ロ

モ
ン
諸
島
）
の
人
々
の
声
、
何

処
も
海
面
上
昇
や
海
岸
浸
食
が

深
刻
な
状
況
で
す
。

一
日
も
早
く
化
石
燃
料
へ
の

依
存
を
減
ら
し
、
太
陽
光
や
風

力
発
電
な
ど
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
転
換
し
、
持
続
可
能
な
地
球

の
実
現
が
急
務
で
は
？

さ
て
、
話
題
は
変
わ
り
ま
す

が
、
近
年
、
少
子
高
齢
化
が

進
行
す
る
中
、
こ
の
３
年
間

の
「
コ
ロ
ナ
禍
」
は
、
高
齢
の

方
々
の
孤
独
や
孤
立
に
纏
わ
る

不
安
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
困

り
ご
と
等
が
発
生
し
て
い
る
様

に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
４
年
目
と

な
っ
た
「
コ
ロ
ナ
禍
」
で
の
影

響
の
中
に
あ
り
な
が
ら
も
、
各

町
会
・
自
治
会
の
皆
様
方
に

は
、
可
能
な
範
囲
内
で
の
活
動

を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
の
日
常

を
取
り
戻
そ
う
と
、
ゆ
っ
く
り

動
き
出
さ
れ
た
様
子
が
、
多
々

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

人
々
の
持
つ
「
回
復
し
よ
う

と
す
る
力
」
を
心
強
く
思
う
所

で
す
。

こ
の
町
会
・
自
治
会
の
会
員

で
良
か
っ
た
と
皆
様
方
が
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
各
町
会
・

自
治
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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会
連
合
協
議
会
　

会
長
　
吉
田
　
壽
一

船
橋
市
で
は
、
長
年
に
わ

た
っ
て
市
政
の
発
展
や
教
育
・

文
化
・
福
祉
・
地
域
社
会
分
野

な
ど
の
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た

方
々
、
善
行
に
よ
り
市
民
の
模

範
と
な
っ
た
人
や
団
体
を
毎
年

表
彰
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
表
彰
式
は
、

11
月
３
日
に
市
民
文
化
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
ま
し
た
が
三
田
習
地

区
で
は
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
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長
い
間
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　

平
成
20
年
（
2
0
0
8

年
）
８
月
１
日
発
行
の
創

刊
号
よ
り
広
告
を
掲
載
し

て
い
た
だ
い
た
す
ず
ら
ん

幼
稚
園
さ
ん
、
本
当
に
長

い
間
三
田
習
地
区
の
活
動

を
支
え
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
益
々
の
ご
繁
栄
と

ご
健
康
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。
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回
み
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健
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開
催

回
み
た
な
ら
健
康
・
福
祉
フ
ェ
ア
を
開
催

実
行
委
員
長
　

実
行
委
員
長
　
波
切
　
弘

波
切
　
弘

令
和
５
年
度
全
国
福
祉
大
会

に
て
、
地
域
福
祉
活
動
功
労
者

と
し
て
、
多
年
に
亘
り
、
地
縁

に
よ
る
団
体
の
役
員
と
し
て
、

地
域
福
祉
活
動
を
行
な
い
、
そ

の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
と
の
事

で
、
厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞

さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

受
賞
者
は
、
全
国
で
７
名

（
東
京
都
４
名
、
沖
縄
県
１
名
、

昨
年
10
月
15
日
（
日
）
に

４
年
振
り
に
「
み
た
な
ら
健

康
・
福
祉
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
朝
か
ら
生
憎

の
雨
で
し
た
が
約
7
0
0
名
の

地
域
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。
新
し
い
試
み
と

し
て
は
、
小
中
学
生
に
描
い
て

も
ら
っ
た
お
年
寄
り
に
元
気
に

な
っ
て
も
ら
う
絵
手
紙
と
薬
園

台
高
校
書
道
部
に
よ
る
書
道
作

品
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
車
い
す
の
扱
い
方
の
実
演

や
高
齢
者
体
験
も
多
く
の
方
に

体
験
し
て
頂
き
ま
し
た
。

毎
回
好
評
の
野
菜
の
販
売
や

三
田
中
の
生
徒
が
制
作
し
た

コ
ー
ス
タ
ー
の
販
売
（
今
回

初
）
も
全
て
完
売
で
き
ま
し

た
。
い
つ
も
好
評
の
演
奏
は
三

山
中
と
三
山
東
小
の
吹
奏
楽
部

に
お
願
い
し
地
域
の
沢
山
の
方

に
聴
い
て
頂
き
ま
し
た
。
今
回

も
三
田
中
、
三
山
中
か
ら
28
名

の
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
て
頂
き
、
各
コ
ー
ナ
ー
の

補
助
員
と
し
て
大
活
躍
し
て
く

れ
ま
し
た
。
中
学
生
か
ら
は

「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」「
時
間

が
経
つ
の
が
と
て
も
早
か
っ

た
」「
中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
お
蔭
で
、
赤
ち
ゃ
ん
達
に

安
心
し
て
か
か
わ
り
が
出
来
て

よ
か
っ
た
」
等
の
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
三
田
習
地
区
で

の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
中
学
生
の

協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
若
い
力

を
大
い
に
期
待
し
ま
す
。
今
回

は
午
前
中
の
み
の
開
催
で
し
た

が
、
三
田
習
地
区
の
皆
さ
ん
の

最
大
の
交
流
の
場
と
し
て
今
後

も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

さ
い
た
ま
市
１
名
、
船
橋
市
１

名
）
で
し
た
。

本
大
会
は
、
令
和
５
年
11
月

15
日
、
浅
草
公
会
堂
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
大
会
主
旨
の
主
た

る
内
容
と
し
ま
し
て
は
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

５
類
感
染
症
に
移
行
し
、
社
会

は
以
前
の
姿
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
る
一
方
、
福
祉
の
現
場
で

は
、
依
然
、
感
染
防
止
の
た
め

の
留
意
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。地

域
住
民
や
関
係
機
関
等

と
さ
ら
な
る
連
携
・
協
働
を
進

め
、
人
々
と
の
暮
ら
し
を
支
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
大
会
は
、
こ
う
し
た
情
勢

を
踏
ま
え
、
多
年
に
わ
た
り
社

会
福
祉
の
発
展
に
功
労
の
あ
っ

た
方
々
を
表
彰
し
て
一
層
の
ご

活
躍
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、

わ
が
国
社
会
福
祉
の
一
層
の
充

実
を
目
指
す
機
会
と
し
て
開
催

す
る
も
の
で
す
。」
と
あ
り
ま

し
た
。

平
成
20
年
４
月
１
日
に
、
三

田
習
地
区
連
と
三
山
地
区
連
の

両
組
織
を
、
新
た
に
一
本
化
し

た
「
三
田
習
地
区
自
治
会
連
合

協
議
会
」
の
発
足
に
際
し
て
、

副
会
長
を
、
そ
し
て
令
和
５
年

５
月
に
は
会
長
を
仰
せ
使
っ
て

か
ら
現
在
ま
で
、
三
田
習
地
区

の
皆
様
方
に
は
、
大
き
な
ご
支

援
と
ご
協
力
を
戴
き
ま
し
た
。

皆
様
方
の
支
え
が
あ
れ
ば
こ

そ
の
、『
受
賞
』
で
す
。

心
よ
り
感
謝
と
共
に
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

11
月
12
日
に
、
三
田
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
三
田
習
地

区
自
治
会
連
合
協
議
会
主
催

の
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天
気
予
報

通
り
の
小
雨
、
時
に
は
雨
が
目

に
は
っ
き
り
と
わ
か
る
く
ら
い

降
る
中
で
最
後
ま
で
試
合
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
後
で
真
冬

並
み
の
寒
さ
だ
っ
た
と
夕
方
の

ニ
ュ
ー
ス
で
知
っ
た
次
第
で
す
。

昨
年
同
様
、
市
民
大
会
と
重

な
っ
て
し
ま
い
、
４
チ
ー
ム
で

三
田
習
地
区
連
内
に
は
三
山

小
、
三
山
東
小
、
薬
円
台
南

小
、
田
喜
野
井
小
の
小
学
校
４

校
、
三
田
中
と
三
山
中
の
中
学

校
２
校
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
度

こ
れ
ら
の
学
校
の
代
表
と
し
ま

し
て
三
山
小
学
校
に
避
難
所
を

設
立
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
の

で
皆
様
の
御
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

先
日
、
11
月
26
日
の
令
和
５

年
度
船
橋
市
総
合
防
災
訓
練
に

は
、
三
山
新
交
会
町
会
、
ダ
イ

ア
パ
レ
ス
自
治
会
、
た
つ
み
台

自
治
会
、
み
ど
り
が
丘
自
治
会
、

三
山
台
住
宅
自
治
会
、
船
橋
学

園
台
自
治
会
、
三
山
第
二
町

会
、
三
山
第
三
町
会
、
三
山
東

町
会
、
船
橋
み
や
ま
ハ
イ
ラ
ン

ド
自
治
会
、
八
千
草
園
自
治
会

と
多
数
の
町
会
、
自
治
会
の
参

加
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
常
時
も
災
害
時
も
任
期
は

１
年
と
し
て
皆
様
の
負
担
を
少

な
く
す
る
事
と
し
て
、
た
だ
し

再
任
は
妨
げ
な
い
と
し
て
お
り

ま
す
。

避
難
所
開
設
に
当
り
訓
練
を

行
な
わ
な
い
と
実
施
で
き
ま
せ

ん
の
で
よ
り
多
く
の
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

と
く
に
町
会
・
自
治
会
、
そ

し
て
民
生
委
員
の
方
、
老
人
会

の
皆
様
も
是
非
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
こ
の
地
区

に
大
き
な
川
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
災
害
と
な
り
ま
す
と
大
き
な

地
震
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
来
は
避
難
所
な
ど
を
使
用
し

な
い
方
が
よ
い
訳
で
あ
り
ま
す

が
、
大
き
な
地
震
な
ど
が
お
き

た
時
に
は
必
要
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

避
難
所
の
運
営
は
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。
総
務
班
、
情
報

班
、
施
設
管
理
班
、
食
糧
・
物

資
班
、
保
健
衛
生
班
、
要
配
慮

者
班
、
支
援
渉
外
班
と
多
く
の

人
手
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
皆

様
方
御
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

町
会
・
自
治
会
の
防
災
部
会

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
お
願

い
致
し
ま
す
。

８
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
２
試

合
づ
つ
対
戦
し
ま
し
た
。

第
１
試
合
の
「
田
喜
野
井

フ
ォ
ー
テ
ィ
ー
ズ
」
は
強
豪

チ
ー
ム
の
若
手
組
、
皆
さ
ん
父

親
に
感
化
さ
れ
て
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
を
し
て
い
る
２
世
代
組
で

す
。
当
日
の
市
民
大
会
前
の
肩

慣
ら
し
と
ば
か
り
に
カ
ー
ン
と

良
い
音
を
さ
せ
て
「
福
寿
台
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
」
に
快
勝

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、

第
４
試
合
で
は
勝
ち
上
が
っ
て

き
た
「
日
東
ベ
ス
ト
マ
リ
ー
ン

ズ
」
に
、
若
手
組
が
市
民
大
会

に
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
父

親
世
代
の
皆
さ
ん
が
今
度
は
逆

に
カ
ー
ン
と
良
い
音
を
響
か
さ

れ
て
惜
し
く
も
負
け
て
し
ま
い

ま
し
た
。

第
２
試
合
は
、「
三
田
サ
ン

デ
ー
ズ
」
が
１
・
２
回
表
で
合

計
６
点
を
先
取
し
て
い
た
の
に

も
関
わ
ら
ず
「
日
東
ベ
ス
ト
マ

リ
ー
ン
ズ
」
に
３
回
裏
に
一
気

に
５
点
を
返
さ
れ
、
さ
ら
に
４

回
裏
で
２
点
取
ら
れ
て
逆
転
負

け
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

第
３
試
合
は
、
敗
者
同
士

の
対
戦
で
す
。「
福
寿
台
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
愛
好
会
」
は
、
第
１
試

合
の
雪
辱
戦
か
２
回
裏
ま
で
ゼ

ロ
ゼ
ロ
だ
っ
た
試
合
を
３
回
表

の
攻
撃
で
６
点
取
得
し
、
そ
の

ま
ま
「
三
田
サ
ン
デ
ー
ズ
」
が

５
回
裏
で
１
点
を
返
し
た
だ
け

で
振
り
切
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
回
の
商
品
は
、
皆
さ
ん
の

希
望
で
ビ
ー
ル
で
す
。
勝
敗
関

係
な
く
抽
選
で
「
１
」
を
引
き

当
て
た
チ
ー
ム
か
ら
好
き
な
銘

柄
を
選
ん
で
持
っ
て
帰
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
賞
受
賞

厚
生
労
働
大
臣
賞
受
賞

船
橋
市
自
治
会
連
合
協
議
会
　
副
会
長

船
橋
市
自
治
会
連
合
協
議
会
　
副
会
長

三
田
習
地
区
自
治
会
連
合
協
議
会
　
会
長

三
田
習
地
区
自
治
会
連
合
協
議
会
　
会
長

西
田
喜
野
井
町
会
　
会
長

西
田
喜
野
井
町
会
　
会
長��

吉
田
　
壽
一

吉
田
　
壽
一

第 23 回三田習地区第 23 回三田習地区
ソフトボール大会開催ソフトボール大会開催

令和５年 11 月 12 日令和５年 11 月 12 日

三山央町商店街振興組合　加盟店

買 取 販 売　 し げ 吉 家

H a i r  P a l l e t

毎日新聞　大久保西部販売所

美容室 Spicies　スパイシーズ

フ ァ ッ シ ョ ン ハ ウ ス 由 理

日本パムコ（株）船橋営業所

ハ ピ ク ル 英 語 塾

す し 藤 乃

マ ル ネ ン 株 式 会 社 三 山 SS

魚 康

焼 肉 ホ ル モ ン　 そ ら か ぜ

く じ ら 整 骨 院 鍼 灸 院

リーダーエイト　ほっかほっか弁当

美容室 le・rire　ル・リール

ソ ル シ エ ー ル

将 司 不 動 産

次 郎 書 店

カ メ ラ の 銀 映 堂

ク リ ー ニ ン グ ワ ー ル ド

み な と 整 骨 院

あけましておめでとうございます

三山小学校避難所三山小学校避難所
を設立！を設立！

八千草園自治会　会長八千草園自治会　会長　竹島　明正　竹島　明正
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創
立
五
十
周
年
を
迎
え
て

創
立
五
十
周
年
を
迎
え
て

船
橋
市
立
三
田
中
学
校
　
校
長
　

船
橋
市
立
三
田
中
学
校
　
校
長
　
川
﨑
　
博
樹

川
﨑
　
博
樹

今
年
度
、
創
立
五
十
周
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
歴
代
の

校
長
先
生
方
を
は
じ
め
教
職
員

の
方
々
、
保
護
者
の
皆
様
、
そ

し
て
地
域
の
方
々
が
愛
情
を

も
っ
て
三
田
中
学
校
を
見
守
続

け
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
五
十
周
年
を
機
に
、
書

庫
で
眠
っ
て
い
た
五
十
年
分
の

学
校
沿
革
史
と
卒
業
ア
ル
バ
ム

に
目
を
通
し
ま
し
た
。
ゼ
ロ
か

ら
学
校
を
作
り
上
げ
て
い
く
過

程
を
興
味
深
く
読
ま
せ
て
い
た

皆
さ
ま
は
、
住
み
慣
れ
た
我

が
家
で
人
生
の
最
後
ま
で
自
分

ら
し
く
過
ご
し
た
い
と
思
わ
れ

ま
す
か
？
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
、
高
齢
者
や
障
害

者
な
ど
日
常
生
活
で
支
援
が
必

要
な
方
々
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
個
々
の
ニ
ー

ズ
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
す
る

た
め
に
、
ど
の
様
な
お
困
り
事

だ
き
ま
し
た
。

三
田
中
学
校
は
、
昭
和
四
十

九
年
に
二
宮
中
学
校
か
ら
分
離

し
、
新
入
生
三
二
八
名
、
二
年

生
二
七
八
名
、
三
年
生
二
十
七

名
の
計
六
三
三
名
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
昭
和
五
十
四
年
に

生
徒
数
が
千
五
百
名
を
超
え
、

三
十
五
学
級
と
な
り
、
翌
年
、

三
山
中
学
校
に
分
離
し
ま
し

た
。
創
立
当
時
か
ら
生
徒
の
活

動
は
活
発
で
、
初
出
場
の
成
人

の
日
駅
伝
大
会
で
、
い
き
な
り

第
三
位
に
入
賞
し
、
周
囲
を
驚

か
せ
た
と
い
う
記
事
も
あ
り
ま

し
た
。
五
十
周
年
を
迎
え
た
今

が
あ
る
の
か
を
調
査
し
て
い
ま

す
。
ま
た
支
え
る
方
の
発
掘
と

育
成
、
地
域
で
助
け
合
う
仕
組

み
作
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
本
年
度
よ
り
初
の
試
み
と

し
て
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
情

報
や
身
近
な
集
い
の
場
を
紹
介

す
る
「
三
田
習
地
区
の
社
会
資

源
冊
子
」
も
地
域
の
方
々
と
現

在
作
成
中
で
す
。

「
老
い
る
」
と
い
う
事
に
例

年
、
船
橋
市
総
合
体
育
大
会
駅

伝
の
部
で
史
上
四
校
目
の
男
女

ア
ベ
ッ
ク
優
勝
し
た
の
も
何
か

の
縁
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
や

文
化
を
大
切
に
し
つ
つ
、
時
代

に
即
し
た
も
の
を
加
え
て
い
き

な
が
ら
三
田
中
学
校
が
さ
ら
に

発
展
し
て
い
け
る
よ
う
教
職
員

一
同
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
学

校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
を
深

め
て
教
育
活
動
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
・
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

外
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
生
活
上

の
細
や
か
な
困
り
ご
と
に
は
、

ご
み
は
重
い
し
集
積
所
ま
で
遠

い
か
ら
出
す
の
が
一
苦
労
。
庭

木
の
枝
が
お
隣
に
ま
で
伸
び
て

迷
惑
を
か
け
て
い
る
の
で
伐
採

し
た
い
け
ど
で
き
な
い
。
足
腰

が
悪
く
な
り
犬
の
散
歩
が
で
き

ず
困
っ
た
。
現
在
一
人
暮
ら
し

で
、
現
役
中
は
ご
近
所
と
挨
拶

程
度
の
か
か
わ
り
し
か
な
く
、

三
田
習
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

三
田
習
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

「高齢者教室」「高齢者教室」
に参加してに参加して

共
感
力
の
あ
る
地
域
に

共
感
力
の
あ
る
地
域
に

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
齋
藤
齋
藤
　
か
お
る

　
か
お
る

こ
れ
か
ら
の
生
活
や
災
害
時
に

不
安
の
声
も
・
・
・
町
会
・
自

治
会
と
し
て
、
こ
の
様
な
声
に

も
共
感
し
て
頂
き
、
無
理
の
な

い
「
た
す
け
あ
い
」
で
身
近
な

高
齢
者
に
寄
り
添
っ
て
い
た
だ

け
ま
せ
ん
か
？

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
田
公
民
館
で
は
、
地
域
の

皆
様
に
気
軽
に
音
楽
を
楽
し
む
機

会
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、

「
三
田
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
伊

藤
辰
哉
さ
ん
と
ベ
ー
シ
ス
ト
の

内
田
大
輔
さ
ん
を
迎
え
て
の
開

催
と
な
り
ま
す
。

船
橋
市
出
身
の
伊
藤
さ
ん

は
、
ジ
ャ
ズ
や
シ
ャ
ン
ソ
ン
、

即
興
演
奏
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
に

捉
わ
れ
な
い
演
奏
ス
タ
イ
ル

で
毎
年
2
0
0
本
以
上
の
ス

テ
ー
ジ
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

俳
優
が
出
演
す
る
コ
ン
サ
ー
ト

【
L
i
v
i
n
g��

R
o
o
m��

M
u
s
i
c
a
l
】
で
ベ
ー
シ

ス
ト
と
し
て
活
躍
中
の
内
田
さ

ん
も
お
呼
び
し
、
多
彩
な
音
色

で
魅
力
あ
ふ
れ
る
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
繰
り
広
げ
て
い
た
だ
き
ま

11
月
15
日
（
水
）、
三
田
公
民
館

に
お
い
て
第
53
回
高
齢
者
介
護
教
室

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
の
内
容
で
、
41
名

の
方
が
参
加
さ
れ
て
、
盛
況

の
う
ち
に
、
進
行
さ
れ
ま
し

た
。最

初
に
介
護
予
防
体
操

で
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ス
所

長
で
理
学
療
法
士
の
松
浦
氏

の
指
導
で
、
股
関
節
や
肩
甲

骨
を
大
き
く
使
っ
て
体
を
動

か
す
こ
と
が
大
切
だ
と
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
宅

で
も
簡
単
に
出
来
て
、
続
け

る
こ
と
が
介
護
予
防
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

講
話
は
、

“
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
知
っ
て
い
ま

す
か
”

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
三
山
田
喜

野
井
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

の
高
澤
由
昇
氏
が
お
話
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

①
介
護
保
険
に
つ
い
て

②�

要
介
護
認
定
を
受
け
る
手
順

③�

在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

訪
問
介
護
、
訪
問
診
療
、
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
通

所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
等

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
に
は
、
介
護
支
援

専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
立

て
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で

す
。介

護
が
必
要
と
な
っ
た
時
、

一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

す
。
ぜ
ひ
お
楽
し
み
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

３
月
２
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
か
ら
三
山
市
民
セ
ン
タ
ー
の

多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。

１
月
16
日
（
火
）
午
前
10
時

か
ら
三
田
公
民
館
の
電
話
ま
た

は
窓
口
に
て
事
前
受
付
い
た
し

ま
す
。
定
員
は
1
5
0
名
で
す
。

皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※�

ご
来
場
の
際
は
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
田
習
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

新
た
に
左
記
の
方
々
を
推
薦
し

ま
し
た
。

任
期
は
令
和
６
年
４
月
１
日

か
ら
、
令
和
８
年
３
月
31
日
迄

の
２
年
間
。

三
田
習
地
区
は
、
定
員
数
が

10
名
で
す
が
、
令
和
５
年
12
月

22
日
現
在
で
、
推
薦
状
が
届
い

て
い
る
の
は
、
次
の
４
名
の

方
々
で
す
。

追
加
で
の
推
薦
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

臣
司　

正
男
（
三
山
第
一
）

金
子　

健
太
（
三
山
旭
会
）

大
竹　

勝
美
（
三
山
第
三
）

蓮
沼　

宏
治
（
田
喜
野
井

二
丁
目
町
会
）

スポーツスポーツ
推進委員推進委員
を推薦を推薦
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八
丁
目
に
お
住
ま
い
の
𠮷
野

か
ね
さ
ん
、
大
正
・
昭
和
・
平

成
・
令
和
と
四
つ
の
時
代
を
生

き
て
こ
ら
れ
な
ん
と
現
在
百
二

歳
! !年

齢
を
聞
い
て
驚
き
、
お
会

い
し
若
々
し
さ
に
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。
身
体
に
痛
い

所
は
な
く
食
事
も
出

さ
れ
た
物
は
全
て
お

い
し
く
頂
い
て
い
る

と
か
。
勿
論
お
薬
は

何
も
飲
ん
で
い
な
い

そ
う
で
す
。
お
風
呂

は
一
人
で
入
ら
れ
る

し
、
新
聞
に
目
を
通
す
の
が
日

課
だ
そ
う
で
す
が
メ
ガ
ネ
は
必

要
な
い
そ
う
で
す
。

お
天
気
の
良
い
日
は
お
嫁
さ

ん
が
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
て
散
歩

に
連
れ
出
し
、
お
使
い
を
し
た

り
、
季
節
の
変
化
を
楽
し
ん
で

歩
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

長
い
人
生
の
中
で
一
番
大
変

だ
っ
た
事
を
伺
う
と
、
物
の
無

い
時
代
食
べ
盛
り
の
五
人
の
子

供
達
を
育
て
る
事
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
忙
し
い
中
八
千
代
の
方

ま
で
リ
ヤ
カ
ー
を
引
き
農
作

物
を
作
り
に
行
っ
て

い
た
と
の
事
。
し
か

し
、
一
番
嬉
し
か
っ

た
事
も
子
育
て
だ
っ

た
そ
う
で
、
子
供
達

が
皆
丈
夫
で
育
っ
て

く
れ
た
事
が
な
に
よ

り
だ
っ
た
と
、
嬉
し

そ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

十
年
前
ま
で
、
店
で
忙
し
い

お
嫁
さ
ん
に
代
わ
っ
て
家
事
を

一
手
に
引
き
受
け
、
お
孫
さ
ん

達
の
お
弁
当
も
作
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。
今
で
も
何
か
あ
る

と
、
子
供
達
や
お
孫
さ
ん
達
が

顔
を
見
に
寄
っ
て
く
れ
る
と
の

事
。「
里
芋
の
皮
を
む
い
た
り
、

洗
濯
物
を
取
り
込
ん
だ
り
と
家

事
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
し
、
留

守
番
も
し
て
く
れ
る
の
で
助

か
っ
て
ま
す
私
よ
り
し
っ
か
り

し
て
ま
す
よ
」
と
お
嫁
さ
ん
。

「
病
気
も
せ
ず
、
元
気
で
い

る
事
が
一
番
で
す
」
と
か
ね
さ

ん
。
私
達
が
帰
る
時
に
は
、
出

口
ま
で
送
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
風
に
健
や
か
に
年
を

重
ね
る
事
が
出
来
る
の
な
ら
、

百
歳
ま
で
頑
張
っ
て
み
る
の
も

良
い
か
な
と
思
わ
せ
て
も
ら
っ

た
一
日
で
し
た
。

シリーズ
元気を
　くれる

三田習地区町会・自治会名簿

会　　長　吉田　壽一
事務局長　大﨑　　徹
会　　計　竹島　明正
船橋市三山　8－ 19 － 1

TEL　471 － 3325

NO 町会・自治会名 会長名

第
1
ブ
ロ
ッ
ク

三 山 親 交 会 町 会 服部　和美
三 山 学 園 台 町 会 鈴木　　聡
三 山 緑 苑 自 治 会 上野　健幸
船 橋 学 園 台 自 治 会 福原まどか
三 山 幸 楽 台 自 治 会 仲内　智明
三 山 市 営 住 宅 1 棟 郡司　　博
三山市営住宅 2 棟自治会 直井　春子
三 山 日 の 出 町 会 佐藤　眞哉
三 山 睦 町 会 本多　正幸
若 葉 会 黒岩　　孝
三 山 １ 丁 目 西 自 治 会 中山　博明

第
２
ブ
ロ
ッ
ク

み ど り が 丘 自 治 会 荒井　　恵
八 千 草 園 自 治 会 竹島　明正
た つ み 台 自 治 会 奥田　眞也
富 士 見 台 町 会 三戸　昌代
三 山 若 草 自 治 会 重田　郁子
三 山 台 町 会 橋本　界治
三 田 町 会 葊瀨　正男
三山ニュービレッジ自治会 瀨川　和恵
桜 ヶ 丘 自 治 会 廣瀨　智子

第
3
ブ
ロ
ッ
ク

三 山 旭 会 伊藤　一郎
向 山 町 会 平野　和久
二 宮 睦 自 治 会 田中　久雄
三 山 八 景 台 自 治 会 土橋　國義
風 の 台 町 会 岩﨑　徹吾
京成サンコーポ三山自治会 佐藤　啓子
ライオンズマンション薬円台第二自治会 西村　博身

第
4
ブ
ロ
ッ
ク

三 山 台 住 宅 自 治 会 高木　竜司
ガーデンプラザ津田沼自治会 久保田　硬
ダイアパレスライトスクエア自治会 森田　市郎
ダイアパレスグリーンスクエア自治会 斉藤　榮市
三 山 第 一 町 会 鈴木成司郎
三 山 第 二 町 会 土橋　博之
三 山 第 三 町 会 小川　佳延

NO 町会・自治会名 会長名

第
５
ブ
ロ
ッ
ク

三 山 東 町 会 佐久間秀一
福 寿 台 町 会 田村　一男
陽 栄 自 治 会 安藤　健次
三 山 朝 日 町 会 鈴木　洋児
船橋みやまハイランド自治会 新橋ちづ子
習 志 野 5 丁 目 町 会 宮崎　直樹

第
6
ブ
ロ
ッ
ク

田 喜 野 井 南 第 一 町 会 森　　栄敬
田 喜 野 井 南 第 二 町 会 原野　三幸
田 喜 野 井 南 第 三 町 会 加藤　常美
田 喜 野 井 南 第 四 町 会 大﨑　　徹

第
7
ブ
ロ
ッ
ク

田喜野井二丁目東町会 河野美帆子
津田沼たきのい団地自治会 山﨑ひさの
田喜野井ニュービレッジ自治会 渡邉　剛史
田 喜 野 井 町 会 渡辺　孝夫
三 田 川 町 会 髙橋　勇子
田 喜 野 井 日 乃 出 町 会 松原　康富
田 喜 野 井 十 三 会 秋元　まり
クラシード津田沼第１自治会 佐藤　紳児
ライオンズガーデン船橋薬円台第２自治会 石濱　和信

第
8
ブ
ロ
ッ
ク

津田沼グリーンハイツ自治会 穂積　清寿
田喜野井やよい自治会 友松　尋子
西 田 喜 野 井 町 会 吉田　壽一
三 笠 台 町 会 阿部三千雄

第
9
ブ
ロ
ッ
ク

船橋市習志野１丁目町内会 波切　　弘
藤和習志野コープ自治会 小山　健一
習 志 野 自 治 会 高橋　基之

てるてるぼうず ケアプラン・ホームグランド
てるてるキッズ あすかケアホーム・川崎・北柏
ホームグランド田喜野井・松が丘・北柏
あすか訪問看護北柏

☎047-476-8583

社会福祉法人 福祉共生会
～誰もが人生の主人公～

薬
円
台
南
小
学
校
は
、
昭
和

49
年
、
薬
円
台
小
学
校
か
ら

８
１
１
名
を
受
け
入
れ
、
開
校

し
ま
し
た
。
開
校
に
あ
た
っ
て

は
、
環
境
整
備
な
ど
地
域
の

皆
様
の
た
く
さ
ん
の
ご
協
力

が
あ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
運
動
会
で
の
バ
ル
ー
ン
リ

リ
ー
ス
か
ら
始
ま
っ
た
周
年
記

念
行
事
。
５
０
４
個
の
風
船
が

子
ど
も
た
ち
の
夢
と
希
望
を
乗

せ
て
大
空
に
舞
い
上
が
っ
て
行

き
ま
し
た
。
あ
る
日
の
昼
の
放

送
で
、
突
然
、
嵐
を
呼
ぶ
男
の

子
の
声
で
、「
お
ら
、
給
食
よ

り
き
れ
い
な
お
姉
さ
ん
が
い
い

な
。」
な
ん
て
流
れ
て
き
ま
し

た
。
ふ
わ
ふ
わ
サ
ー
カ
ス
が
こ

の
学
校
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
の
皆
様
が
楽
し
い
企
画

を
た
く
さ
ん
考
え
て
く
れ
ま
し

た
。５

年
生
が
本
校
の
歴
史
に

つ
い
て
ま
と
め
、
６
年
生
は

S
D
G
s
に
つ
い
て
探
究
的
な

学
習
を
進
め
、
行
動
を
起
こ
し

て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
学
年
も

心
に
響
く
す
ば
ら
し
い
発
表
で

し
た
。

私
は
「
こ
の
星
に
生
ま
れ

て
」
と
い
う
歌
を
持
て
る
力
の

す
べ
て
を
使
い
、
子
ど
も
た
ち

に
教
え
て
き
ま
し
た
。
未
来
に

向
け
て
決
意
を
表
す
よ
う
な
明

る
く
力
強
い
歌
声
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
保

護
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
、

そ
し
て
、
創
立
五
十
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
の
皆
様
、
本

校
へ
の
ご
支
援
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

創
立
五
十
周
年
を
迎
え
て

創
立
五
十
周
年
を
迎
え
て

船
橋
市
立
薬
円
台
南
小
学
校
　
校
長
　

船
橋
市
立
薬
円
台
南
小
学
校
　
校
長
　
萩
谷
　
高
史

萩
谷
　
高
史

毎
年
、
三
田
習
地
区
連
と
地

区
社
協
の
共
催
で
開
催
し
て
い

る
「
防
災
講
座
」
を
令
和
５
年
11

月
12
日
（
日
）
に
三
山
市
民
セ
ン

タ
ー
で
、
参
加
者
65
名
（
内
中
学

生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
25
名
）
で

行
い
ま
し
た
。

今
回
も
Ｓ
Ｌ
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
代
表
理
事
の
片
桐　

卓
様
に
講

師
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

「
避
難
所
運
営
を
体
験
し
て
み

よ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
避
難

所
を
開
設
す
る
上
で
必
要
な
避
難

所
開
設
・
運
営
の
考
え
方
や
流
れ

を
学
び
、
避
難
所
運
営
に
役
立
て

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
講
座
で
し

た
。
大
災
害
が
起
き
た
時
に
は
避

難
所
（
最
寄
り
の
小
中
学
校
体
育

館
）
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
避
難
所
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
は
、
自
宅
が
全
壊
し
た
場

合
や
火
災
が
発
生
し
た
場
合
で
、

そ
の
他
の
場
合
は
在
宅
避
難
し
て

く
だ
さ
い
）

避
難
所
は
安
全
が
確
認
で
き
る

ま
で
は
、
施
設
に
直
ぐ
に
入
れ
ま

せ
ん
。
避
難
所
は
土
足
厳
禁
に

な
っ
て
い
ま
す
。
避
難
所
に
入
っ

て
か
ら
の
手
順
は
、
体
調
チ
ェ
ッ

ク
を
し
た
後
、
受
付
で
「
避
難
者

受
付
票
」
に
氏
名
、
自
治
会
名
、

避
難
者
数
を
記
入
し
ま
す
。
そ
の

後
、
指
定
さ
れ
た
居
住
区
（
避
難

す
る
場
所
）
に
移
り
受
付
で
渡
さ

れ
た
「
避
難
者
カ
ー
ド
（
世
帯

単
位
）」
と
「
健
康
管
理
カ
ー
ド

（
個
人
毎
）」
に
記
入
し
ま
す
。
ま

た
、
要
配
慮
者
と
介
助
者
は
ペ
ア

で
要
配
慮
者
控
え
場
所
に
案
内
さ

れ
ま
す
。
そ
の
他
、
ペ
ッ
ト
を

連
れ
て
き
た
場
合
は
、「
避
難
所

ペ
ッ
ト
登
録
台
帳
」
に
記
入
し
ま

す
。
な
ど
上
記
の
一
連
の
流
れ
を

実
際
に
、
避
難
所
運
営
ス
タ
ッ
フ

役
と
避
難
者
役
に
わ
か
れ
て
体
験

す
る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
今
回

は
初
め
て
の
体
験
（
訓
練
）
で
し

た
が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
進

ま
ず
、
こ
れ
が
実
際
に
災
害
が
お

こ
っ
た
こ
と
を
想
像
す
る
と
大
変

な
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

災
害
が
起
こ
ら
な
け
れ
ば
必
要
の

な
い
こ
と
で
す
が
、
い
つ
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
災
害
の
た
め
に

は
、
日
頃
の
訓
練
の
必
要
性
を
痛

感
し
た
防
災
講
座
で
し
た
。

防災講座で避難所運営を体験防災講座で避難所運営を体験
三田習地区社協　会長　三田習地区社協　会長　波切　弘波切　弘


